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はじめに
ユ リ科の雌雄異株野菜であるシオデ ㊨励 謡伽'Miq.)と アスパ ラガス






































後、滅菌処理により損傷 した両端を切断して約2㎝ に調整 した。調整した節間茎を固
形MS(MurashigeandS:koog,1962)培地に置床してプロトコーム様体(恥(》㎞m・hke
bo電以下PLBと 略称)を誘導し、:PLBから塊状体(PLBクラスター)を増殖した。
次いで、固形MS培 地上のPLBク ラスターからPLBを切 り出し、液体MS培 地に移
植 して振盟培養 した(第1次増殖と称する)。更に、第1次増殖で増殖 したPLBク ラス
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第1次 増殖開始後15週に形成 ・増殖したP:LBクラスターからPLBを切 り出し、新
たな液体MS培 地に移植 して、P:LB(クラスター)の第2次増殖を行っ鳥 その結果、
第2次 増殖では、培養液のpHの低下と褐変化が第1次増殖に比較して小さかった。ま
一4一






























らのP:LBを切 り出して固形MS培 地に置床 してP:LBを増殖 した(第9図B)。次いで、
固形MS培 地におけるP:LBクラスターからPLBを切り出して液体MS培 地に移植 し、
振盤培養によってP:LB(クラスター)の増殖を行った(第9図C)。液体MS培 地で振
盈培養 して増殖したP:LBクラスターからPLBを切 り出してホルモン ・フ リー の固形
MS:培地に移植 したところ、P:LBに不定芽が分化 した(第9図D)。固形MS培 地にお
いて増殖 したPLBク ラスターからPLBを切り出してホルモン ・フリーの固形MS培
地に移植 しても、P:LBに不定芽が分化 した(第9図D)。繭培養の場合も、第1節の場
合 と同様に、PLB(クラスター)の 増殖は、固形MS培 地よりも液体MS培 地におい















しない3倍 体品種の育成(ヒ ロシマ ・グリーン)、および実生繁殖性全雄品種の育成(ポ
ロネーズりが行われている。 しかし、実生繁殖性全雄品種ポロネーズの種子は保証発芽
率が80%と高いものの、種子は50gで4万円程度 と高価である。3倍 体品種のヒロシ















体の発現頻度を発現様式と表 して調べた。MDHの 比較 として、基質非特異的酵素とし
て知られているエステラーゼ(以 下ESTと 略称)と酸性ボスフアターゼ(以 下ACP
と略称)に っいてアイソザイムバン ドパターンと発現様式についても調べた。
材料および方法
材料には、2倍体品種(メ リー ・ワシントン500W)、2倍体品種のメリー ・ワシント
ン500Wをコルヒチンで倍加 して育成された4倍 体品種のセ ト・グリーンにメ リー 一・ワ
シン トン500Wを交配 して育成された3倍体品種(ヒ ロシマ ・グリーン)、および全雄










欠失 した個体の発現頻度を発現様式と表して第10図 と第11図 に示した。2倍 体品種
において、MDHの アイソザイムバンドの欠失個体は極く少なかった。しか し、3倍体
品種において、MDHの2本 のアイソザイムバン ド(FとG)は 発現 していなかった。
また、MD且 の他の2本 のアイソザイムバン ド(Eと 且)も多くの個体で発現しない
傾向がみられた。全雄品種においても、MDHの2本 のアイソザイム・バン ド(FとG)
一g一
は、多くの個体で発現しなレ傾 向がみられた。ESTお よびACPに 関しては、供試 し
た3品 種間でアイソザイムバン ドパターン、発現様式に一定の傾向はみられなかった
(デー タ省略)。
生育の進 んだ段階におけるMDHの アイソザイムバン ドパターンと、いずれかのバン
ドが欠失した個体の発現頻度を発現様式 と表して第12図 と第13図 に示 した。3倍体























本節の結果、MD且 の基質として、0.3%のリンゴ酸ナ トリウム溶液で3日 間前処理
することにより、アスパラガスの3倍体品種の発芽率を2倍体品種の発芽率の保証水準
(70%)に高めることができた。なお、本節において、'MDHの基質で前処理しても、
3倍体品種は2倍体品種に比較 して発芽率が低かった。このことから、MDHの 活性 と





















































































































































































注1=彊環区Aは、 … を灘加した顧影細S堵均で2i■口 、ホル釜ン・
7り一の口伽4S堵地1こ釧 直した.
注2:彊翼区8は 、MAを 鑑趣した層5鰯S鎗塘で2遇聞塘養後.引き纏き


















































































■:発現 、ロ=非 発 現
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論 文 審 査 結 果 要 旨
シオデ とアスパラガスは,食味 ・風味が類似 しているユ リ科の雌雄異株野菜である。シオデは半陰
性植物であるため生育は旺盛でないことと,貯蔵根が発達 していないため若茎収穫後の再生力が弱い
ので,継続 して毎年同じ株か ら収穫することができない山菜である。また,実生繁殖 も困難であるため,
山菜資源の枯渇に晒 されている。さらに,品 種改良も行われていないことと,各種形質の遺伝的特徴
の解析も行われていない。一方,古 くから栽培されているアスパラガスにおいては各種形質の改良が
進んでいるものの,雌 雄の性比が1:1であるため,実 生繁殖すると種子を着生 しない雄株の高い収
量は雌株の低い収量によって相殺 され る。アスパラガスにおける収量向上の方法 として種子を着生し
ない3倍体品種が育成されているが,同質3倍体品種は発芽率が低いため実用栽培は行われていない。
これらのことか ら,シオデにおいては種苗を大量に生産 して山菜資源 を保存するとともに収量 を向上
す ることが重要であ り,アスパ ラガスにおいては3倍体品種の発芽率を高めることが収量向上の上で
重要である。
そこで本研究 においては,シ オデの若い節間茎 を植物成長調整物質を添加 した固形Murashige・
Skoog(MS)培地に置床 してプロトコーム様体(PLB)を誘導 した。固形MS培 地ではPLBの増殖速
度が低かったので,固 形MS培 地で誘導したPLBを液体MS培 地に移植 して振盗培養を行った。液体
MS培地におけるPLBの増殖速度は高 く,さ らにPLB内に不定芽が高い効率で分化 した。不定芽を植
物成長調整物質を添加 しない固形MS培 地に移植 した ところ発根 し,容易に順化することができた。
これ らの結果は,シ オデの実用栽培のための種苗を組織培養による大量増殖によって供給す ることを
可能にした重要な知見であ り,また山菜資源保存の観点からも貴重な知見である。
さらに,品種改良のほとん ど行われていないシオデにおいて,遺伝的基礎研究のための素材 として
の半数体を繭培養によって増殖 した。すなわち,若 い節間茎を用いたPLBと不定芽の増殖方法 と同様
な手法を用いて,5℃ ・3日間の低温処理 を行った繭か らPLBを増殖 し,植物成長調整物質を添加 し
ない固形MS培 地においてPLBから半数性不定芽を大量に発根 ・順化 させた。この結果は,シ オデの
倍加半数体の育成を可能にし,シオデの多収 ・耐病性な どの諸形質に関する遺伝的研究を可能にする
重要な知見である。
アスパラガスにおいては,TCA回路で リンゴ酸か らオキザ ロ酢酸を生成するリンゴ酸脱水素酵素の
アイソザイムバン ドパ ターンの発芽初期段階における発現様式に注 目して調べた結果,2倍体品種 と
全雄品種に比較 して発芽率の低い3倍体品種 において特定のリンゴ酸脱水素酵素アイ ソザイムバ ン ド
が欠失 していることを明らかにした。3倍体品種のアイ ソザイムバ ン ドパターンにおける特定のリン
ゴ酸脱水素酵素アイ ソザイムバン ドの欠失に関する知見に基づき,3倍体品種の種子を リンゴ酸脱水
素酵素の基質であるリンゴ酸ナ トリウム溶液で前処理 した ところ,リ ンゴ酸ナ トリウム溶液の0.3%・
3日間処理を行った区において3倍体品種の発芽率が無処理区よ りも有意に高 く,市販の2倍 体品種
の保証発芽率の水準(70%)に高まった。この結果は,ア スパラガスの3倍体品種の種子を用いて大
量種苗繁殖 と収量向上を目的として実用栽培が可能であることを示 した重要な知見である。
このように,本研究においては園芸学的に優れた成果が得 られたため,審査員一同は博士(農 学)
の学位を授与するに値するものと判断 した。
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